
 

記念シンポジウム

長岡市立図書館開館100周年プレイベント長岡市立図書館開館100周年プレイベント

あつめる・整理する・つたえる
～震災復興と図書館のアーカイブ機能～

日　時：平成29年10月28日㈯ 14：00～ 16：30
会　場：長岡市立中央図書館 2階 講堂（新潟県長岡市学校町1-2-2 ℡.0258-32-0658）
定　員：150人（先着）
申込み：裏面のFAX申込票、または電話、メールで、文書資料室へお申込み下さい。

―――新潟県中越大震災から13年。
　長岡市立中央図書館文書資料室では、地震発生
の10月にあわせて「長岡市災害復興文庫」を活用
した記念シンポジウム・企画展を開催します。
　記念シンポジウムでは、阪神・淡路大震災後に
神戸大学附属図書館で「震災文庫」を立ち上げた
稲葉洋子氏、熊本地震の震災資料収集に取り組む
河瀬裕子氏を講師に迎え、震災復興の経験・教訓
を未来へ伝えていく、図書館のアーカイブ機能の
可能性を探ります。
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《主催・お申込み》長岡市立中央図書館 文書資料室
〒940-0065 新潟県長岡市坂之上町3‒1‒20　℡.0258（36）7832　℻.0258（37）3754

メール：monjo@lib.city.nagaoka.niigata.jp

震災避難所の記録と記憶
会　期：平成29年10月18日㈬～11月5日㈰
会　場：長岡市立中央図書館 1階 エントランス
主な展示内容：
・中越大震災と東日本大震災の避難所運営の記録
・熊本地震の被害状況と被災地図書館の活動紹介 など
文書資料室職員による展示解説会（各回20分程度）
　①10/18㈬ 10：00　②10/28㈯ 13：00
休館日：10/23㈪・10/30㈪・10/31㈫

企 画 展

長岡市災害復興文庫展2017長岡市災害復興文庫展2017

コーディネーター 田中洋史（長岡市立中央図書館 文書資料室長）
パネルディスカッション

河瀬裕子氏
（くまもと森都心プラザ図書館長）

震災資料収集から地域を考える
～熊本地震の経験から～

事例報告

神戸大学「震災文庫」公開から22年
～震災の記録を未来へつなぐ～
稲葉洋子氏
（帝塚山大学非常勤講師・元神戸大学附属図書館情報管理課長）

基調講演

平成30年は図書館開館100周年

 



FAX申込票
送信先：0258‒37‒3754（文書資料室）

ご 氏 名

代表者連絡先 電話番号 （ ）
※切り取らずA4サイズのままFAXして下さい。

記念シンポジウム
長岡市災害復興文庫展2017

■長岡駅から徒歩15分
■バスをご利用の場合
長岡駅東口から悠久山線（2番線）で乗車し「学校
町1丁目」下車
■マイカーでお越しの場合
関越自動車道 中之島見附I.Cより20分
（長岡東バイパス中沢I.C下車 長岡駅方面へ）
長岡I.Cより20分
長岡南越路スマートI.Cより20分

●全国の図書館に広がる災害・復興のアーカイブ
　長岡市立中央図書館文書資料室は、平成16年（2004）10月の中越大震災直後に災害対応の取り組みを開始
しました。10年後の平成26年に開設した「長岡市災害復興文庫」は、被災歴史資料、災害復興関連資料、歴史
公文書の3つの文書資料群で構成され、現在約39,000点を公開しています。文書資料室の取り組みの源流は、
平成7年の阪神・淡路大震災にあります。神戸大学附属図書館は「震災文庫」を立ち上げ、震災資料の収集を
開始。その経験は中越大震災、東日本大震災、熊本地震の被災地をはじめとする全国の図書館に引き継がれ
ています。災害と復興の記録は、市民の共有財産となる経験・教訓に満ちています。学校・地域の防災・減
災に向けた取り組み、災害史研究の素材などへの活用も始まっています。今回の記念シンポジウム・企画展は、
平成30年の長岡市立図書館開館100周年のプレイベントとして、自然災害の記録と記憶を未来へ伝えていく
ために、現代の図書館が果たすべき役割を考えます。

●シンポジウム 講師プロフィール

稲葉　洋子氏
（帝塚山大学非常勤講師・元神戸大学附属図書館情報管理課長）
神戸大学、香川医科大学、香川大学、国立民
族学博物館、大阪大学、そして再び神戸大学
の各図書館に勤務。
神戸大学では、遡及入力、貴重書のデジタル化、
「震災文庫」構築に携わり、国立民族学博物館
では民族学研究アーカイブズを構築する。
現在、帝塚山大学等複数の大学の司書課程で
非常勤講師を務めている。

河瀬　裕子氏
（くまもと森都心プラザ図書館長）
学校図書館、民間企業での勤務を経て、鹿本図書館
（現山鹿市ひだまり図書館）・益城町図書館の開館準
備に携わる。平成23年10月よりくまもと森都心プ
ラザ図書館副館長。平成28年4月より同図書館長。
勤務館は、子どもの読書活動優秀実践図書館文部科
学大臣表彰、Library of the Year 2015 優秀賞、
地方創生レファレンス大賞審査員会特別賞、
Bibliobattle of the Year 2017 優秀賞を受賞。
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長 岡 駅 長岡市立中央図書館
駐車場：約250台

●中越大震災直後の長岡市立中央図書館（平成16年10月撮影）

●長岡市資料整理ボランティアによる東日本
大震災避難所資料の整理作業
 （平成27年9月撮影）

●中越大震災時に図書館職員が作成した
子供用品と紙コップの配布案内表示
（長岡市立中央図書館避難所資料）


